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論文内容の要旨

本論文は，モアレ縞を用いた長さの精密測定および 3 次元形状測定の高精度化をはかるために必要な

モアレ縞プロフィルの解析法を開発するとともに，エレクトロニクス技術を用いたモアレ縞の応用に関

する研究をまとめたものであるo

緒論では，研究の背景と目的について述べている。

第 1 章では，フーリエ級数を用いた平行直線格子に対する解析法を，極座標を用いることにより点対

称格子の解析法へと拡張し，従来困難であった点対称格子によるモアレ縞プロフィルの解析が可能であ

ることを示しているo

第 2 章では，モアレ縞検出時に問題となる有限の面積をもっ矩形関口に対する解析法，ならびに格子

が誤差をもっ場合の解析法などを提案している。また，検出関口形状のモアレ縞プロフィルへの影響も

明らかにしている。

第 3 章では，第 1 章に示した解析法に基づいて，ラジアル格子のモアレ縞プロフィルによる回転計を

試作し，この回転計が直線性にすぐれ， リップル成分も小さいことを実証している。

第 4 章では，新しく提案した解析法とモアレ縞増加法を用いることによって，エンコーダの高分解能

化をはかり，実験によりその有効性を明らかにしている。

第 5 章では，走査モアレトポグラフィ法による 3 次元完全自動測定システムの構成に必要な

1 )外乱の影響を受けない鮮明なモアレ縞 2 値化画像の作成，

2) 2 値化画像エッジのモアレ縞代表値としての利用，

3) 自動凹凸判定，
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4) 縞次数自動決定

のための手法をそれぞれ開発してその有効性を示すとともに，マイクロコンピュータを用いた 3 次元自

動測定システムを構成しているo

第 6 章では，光干渉計測法の縞走査技術を走査モアレ法に応用することにより，モアレトポグラフィ

法の高分解能化を実現して，その測定精度を検討している。

総括では，本研究で得られた成果をまとめているo

論文の審査結果の要旨

モアレ縞は，長さの精密測定や 3 次元形状測定等の分野で広く利用されているが，高精度，高分解能

化のために必要なモアレ縞プロフィルの検討は平行直線格子以外には十分に行われていなかった。

本論文は，点対称格子に対するモアレ縞プロフィルの解析法を提案するとともに，回転計などモアレ

縞の応用に隠する研究をまとめたもので，その主要な成果は次のとおりであるo

(1) ロータリエンコーダの高精度，高分解能化をはかるために，点対称格子によるモアレ縞フ。ロフィル

の解析法を提案し，また，検出開口形状のモアレ縞プロフィルへの影響についても検討して検出関口

の基本的な設計指針を示しているo

(2) 以上の解析結果に基づいて，ラジアル格子による被測定軸への負荷トルクの小さい回転計を試作し，

直線性ならびにリップル成分において，すぐれた特性を示すことを明らかにしている。

(3) モアレ縞増加法をエンコーダに応用し，その分解能が向上することを示すとともに，この手法によ

るエンコーダの設計指針を与えているo

(4) モアレトポグラフィ法を自動化するために，モアレ縞 2 値化画像を得るための手法，凹凸情報を抽

出するための手法，絶対縞次数の自動決定法等の新しい手法を提示して，これらの手法が自動化のた

めに有効であることを明らかにしている o

以上のように本論文は，実際にモアレ縞を利用する場合の解析法と設計指針を提案するなど有用な知

見を与えており，計測工学の分野に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値ある

ものと言忍める。
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